
～ 2025年　9月　30日

（対象者数） 14名 （回答者数） １3名

～ 2025年　9月　30日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も話をする時間を大切にしていく。

2

職員で研修を行い活動内容を決めていく。

3

今後も情報の共有をかかさない。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

スロープが設置できるところには設置をしている。

2

3

○事業所名 Familyぴーす

○保護者評価実施期間
2025年　9月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　9月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所内がバリアフリーではない。 民家の為、バリアフリーではないところがある。

家庭的な雰囲気で児童の話をゆっくり聞く時間を大切にしてい

る。

児童の話を聞くことで興味や趣味を見つけ出し子ども自ら発信

し行動ができるように支援している。

学校や家庭での困りごとを職員、保護者で共有しそれに合った

活動に取り組んでいる。

困りごとを分析し一人一人にあった療育を提供する。

幅広い年代の指導員がおり、子どもたちの特性や性格を理解し

て接することができる。

職員同士のコミュニケーションを強化し、その都度、子どもの

様子と変化について話し合っている。

事業所における自己評価総括表公表


